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初めに
　1980年代 Synder，Bundinger，Tomitaniらによって TOFの基礎理論が作られた。








































































②　超高分解能　LBS（ Lutetium Based Scintilator）
　　・全検出器（クリスタル）数：13824個







④　呼吸同期　VARIAN社製 RPM　Respiratory Gating System 1.7
※参考資料としてシンチレーターの性能表（表 1）も記載する。
Discovery PET/CT690　性能評価
　性能評価試験としてNEMA Standard Publication、NU2-2001「Peformance Measurements 
of Positron Emission Tomographys」に従って評価した。また，比較として BGO




































































































































































































図 3 図 4
─　20　─ ─　21　─
TOFと時間分解能






































































































































































































































図 5 図 6





Non TOFと TOFの画像に ROIを設定し，Hot球コントラスト（％），Cold球コン
トラスト（％），Lung Error Rate（％）として表示した。




































































































































































図 9 図 10
図 11 図 12
─　22　─ ─　23　─
Non TOF と TOF画像での比較　～臨床～　
　脳の画像で，左が Non TOF画像，右が TOF画像である（図 8）。Cold球，Lung
ファントム実験結果同様，TOF画像では，S/N比が良く位置分解能も良いため，灰
白質と白質への描出の違いが判る。






































































































































　Early撮影MIP画像で Non TOF と TOF画像を比較した。
　胸部～骨盤造影 CTで指摘されていた胸部腫瘤と左副腎に一致する集積はあったが，
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